
公
金
返
還
訴
訟
で

新
た
に
原
告
Ⅲ
人

シ
ー
ガ
イ
ア
支
援

宮
崎
市
の
大
型
リ
ゾ
ー
ト
施

設
シ
ー
ガ
イ
ア
を
経
営
す
る
第

三
セ
ク
タ
ー
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

リ
ゾ
ー
ト
汽
湘
誰
英
太
郎
社

長
）
支
援
を
主
目
的
と
し
た
基

金
に
宮
崎
県
が
帥
億
円
を
山
寶

崎
シ
ー
ガ
イ
ァ
支
援
県
費
返
還
訴
訟

薑
新
た
に
伽
人
原
告
団
棚
人
に

し
た
の
は
公
益
性
が
な
く
違
法

と
し
て
、
県
民
６
０
９
人
が
松

形
祐
堯
知
事
に
全
額
を
県
へ
返

還
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
住
民

訴
訟
で
皿
曰
、
新
た
に
１
１
９

人
が
共
同
訴
訟
参
加
を
宮
崎
地

裁
に
申
し
立
て
受
理
さ
れ
た
。

原
告
は
７
２
８
人
に
な
っ
た
。

訴
状
に
よ
る
と
、
観
光
産
業

支
援
の
た
め
に
創
設
さ
れ
た

「
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
リ

ゾ
ー
ト
み
や
ざ
き
振
興
基
金
」

は
事
実
上
シ
ー
ガ
イ
ア
支
援
が

目
的
ｐ
し
か
し
、
シ
ー
ガ
イ
ア

は
①
営
利
目
的
の
観
光
施
設
で

公
益
性
は
な
い
②
再
建
の
見
通

し
が
立
た
ず
、
公
金
投
入
は
捨

て
金
に
し
か
な
ら
な
い
－
－
と

し
て
県
の
出
資
の
違
法
性
を
主

張
し
て
い
る
。ヨ
シ
ー
ガ
イ
ア
支
援
基
金
』

緬縣護艦植零．（難術鍵
獺醐好成弁護士）は十曰、記者
朧日会見し、百十九人が原告団
る
、
に
加
わ
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し

め
―
―
た
。
こ
の
訴
訟
は
、
宮
崎
市
の

絨妨第一一一セクター・リゾート施
還
人
設
「
シ
ー
ガ
イ
ア
」
救
済
に
、

返
の
宮
崎
県
が
投
入
し
た
県
費
六
十

鰯甑億円は、公益性がなく、違
援
原
法
で
あ
る
と
し
て
、
松
形
祐
尭

茂鵡宮崎県知事を相手取り、そ
イ
見
の
返
還
を
求
め
て
い
る
も
の

打齢で、五月に提訴している
シ
記
原
告
と
あ
わ
せ
凡
原
告
団
は

七
百
二
十
八
人
に
な
り
ま
し ↑毎曰新聞００年08月１１曰

た
。

「
シ
ー
ガ
イ
ア
」
は
、
千
一
一

百
十
八
億
円
の
累
積
赤
字
を
か

か
え
へ
事
実
上
経
営
が
破
た
ん

し
て
い
ま
す
。
昨
年
十
一
一
月
、

シ
ー
ガ
イ
ア
を
経
営
す
る
「
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
リ
ゾ
ー
ト
社
」
（
宮

崎
市
）
支
援
の
た
め
に
設
立
さ

れ
た
基
金
「
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
リ
ゾ
ー
ト
み
や
ざ
き
振
興

↑しんぶん赤旗００年08月１１日

読売新聞↓ 00年08月１１曰

シ
ー
ガ
イ
ア
支
援
基
金
（
国

際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ゾ
ー

ト
み
や
ざ
き
振
興
基
金
）
に
公

金
を
拠
出
し
た
の
は
違
法
と
し

て
、
住
民
グ
ル
ー
プ
が
松
形
知

事
に
六
十
億
円
の
損
害
賠
償
を

求
め
て
い
る
住
民
訴
訟
で
、

「
『
シ
ー
ガ
イ
ア
支
援
基
金
』

の
住
民
監
査
請
求
・
住
民
訴
訟

を
す
す
め
る
会
」
（
代
表
・
後

藤
好
成
弁
護
士
）
は
十
曰
、
新

た
に
百
十
九
人
を
原
告
団
に
加

え
た
。
十
一
曰
も
約
三
十
五
人

が
加
わ
る
予
定
。

加
わ
っ
た
の
は
、
拠
出
金
の

返
還
を
知
事
に
勧
告
す
る
よ
う

シ
ー
ガ
イ
ァ
基
金
住
民
訴
訟

Ｉ

原
告
団
（
新
た
に
川
人

基
金
」
に
、
六
十
億
円
の
県
費

を
を
拠
出
す
る
こ
と
を
曰
本
共

産
党
以
外
の
県
議
会
「
オ
ー
ル

与
党
」
の
賛
成
で
決
め
ま
し
た
。

こ
の
た
め
六
百
十
一
人
が
、
県

費
の
返
還
を
求
め
、
五
月
に
住

民
訴
訟
を
宮
崎
地
裁
に
お
こ
し

ま
し
た
つ

千
五
百
人
余
が
お
こ
し
た
第

一
一
次
住
民
監
査
請
求
を
県
監
査

１
．
．
０
１
１
０
０
．
０
０
０
■
■
０
■
■
■
５
▲
。
０
▽
６
０
ロ
！
■
■
▼
■
■
０
」
■
。
△
０
．
■
Ｖ
■
■
０
０
■
□
０
■
Ｐ
０
０
（
●
▼
■
▽
■
■
Ｕ
■
可
■
■
■
Ｐ
■
Ｐ
■
Ｐ
■
●
０
Ｃ
Ｏ
▲
■
『
●
■
■
■
■
△
■
■
■
Ｐ
■
Ｐ
▲
■
▼
■
？
▲
■
可
＆
■
マ
ニ
■
・
■
０
・
■
■
■
■
■
■
｜
■
ｐ
▲
｜
■
ロ
ー
■
■
｜
■
■
■
■
｝
０
？
。
■
・
巳

求
め
る
第
二
次
住
民
監
査
請
求

を
県
監
査
委
員
に
提
出
し
た
メ

ン
バ
ー
ら
。
請
求
は
七
月
十
四

曰
、
第
一
次
請
求
と
同
様
に
棄

却
さ
れ
て
い
た
。

訴
状
な
ど
に
よ
る
と
、
▽
シ

ー
ガ
イ
ア
は
営
利
目
的
の
観
光

施
設
で
公
立
径
が
な
い
▽
フ
ェ

社
は
千
百
十
五
億
円
の
累
積
赤

字
を
抱
え
て
経
営
破
た
ん
状
態

に
あ
り
、
公
金
拠
出
は
捨
て
金

に
な
る
１
－
な
ど
を
理
由
に
、

拠
出
を
決
め
た
知
事
に
は
重
大

な
過
失
責
任
が
あ
る
、
と
し
て

い
ろ
。「
す
す
め
る
会
」
は
、
第
一

委
員
が
棄
却
し
た
の
を
受
け
、

百
十
九
人
が
今
回
原
告
に
加
わ

っ
た
も
の
で
す
。

「
す
す
め
る
会
」
事
務
局
長

の
平
野
公
孝
宮
崎
大
学
教
授

は
、
記
者
会
見
で
、
宮
崎
市
な

ど
市
町
村
段
階
で
も
公
金
を
投

入
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
。

「
「
そ
ご
う
』
へ
の
税
金
投
入

に
も
「
お
か
し
い
』
と
の
国
民

次
住
民
監
査
請
求
が
棄
却
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
原
告
団

六
百
九
人
が
五
月
十
二
曰
に

宮
崎
地
裁
に
提
訴
し
て
い
た
。

第
一
回
の
口
頭
弁
論
は
九
月
四

曰
。
．

的
な
批
判
が
あ
が
っ
て
い
る
」

と
の
べ
、
同
訴
訟
の
意
義
を
強

調
し
て
い
ま
し
た
。

、
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民
訴
訟
へ
さ
ら
に
Ⅲ
人
参
加
へ
藪
勧
蟄

巨
額
な
累
積
琴
を
抱
え
る
る
会
」
が
松
董
薑
に
六
六
百
余
提
訴
し
て
い
る
農

宮
崎
市
の
シ
ー
ガ
イ
ア
を
臺
十
富
の
碆
童
屋
求
め
た
訴
訟
へ
の
共
同
訴
訟
鑿
窪
宮

す
る
基
金
に
県
が
六
禮
円
を
賃
監
査
請
求
で
、
県
髻
委
崎
地
裁
に
申
し
立
て
た
．

拠
出
し
た
の
は
違
法
だ
と
し
員
か
ら
棄
却
さ
れ
た
の
を
受

て
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
住
民
監
け
、
百
十
か
念
十
曰
、
す
で

査
雲
・
農
訴
訟
を
す
す
め
に
聟
を
相
手
取
り
、
塵
局

基
金
返
還
訴
訟
に

１
１
９
人
加
わ
る

県
立
〈
十
鱈
を
「
国
際
。

ン
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ゾ
ー
ト
み

や
ざ
き
振
興
基
金
」
に
拠
出
し

た
の
は
地
方
自
治
法
違
反
な
ど

と
し
て
、
シ
ー
ガ
イ
ア
支
援
基

金
の
住
民
監
査
請
求
・
住
民
訴

訟
を
す
す
め
る
会
（
代
表
・
後

藤
好
成
弁
護
士
）
が
松
形
知
事

を
相
手
取
り
全
額
返
還
を
求
め

た
住
民
訴
訟
で
、
同
会
は
十

曰
、
新
た
に
百
十
九
人
の
共
同

訴
訟
参
加
を
宮
崎
地
裁
に
申
し

立
て
、
同
曰
、
受
理
さ
れ
た
。

こ
れ
で
塵
騒
は
七
百
一
一
十
八

人
と
な
っ
た
。

訴
訟
に
参
加
し
た
の
は
、
第

｜
｜
次
住
民
監
査
謂
求
（
七
月
十

四
日
に
棄
却
）
の
構
成
員
。
同

会
は
十
一
曰
、
約
三
十
人
分
の

申
し
立
て
を
追
加
す
る
。
第
一

回
口
頭
弁
論
は
九
月
四
曰
。

宮崎日曰新聞 00年08月１２日シ
ー
ガ
イ
ア
住
民
訴
訟

さ
ら
に
妬
人
が
参
加

宮
崎
市
の
シ
ー
ガ
イ
ア
を
支

援
す
る
基
金
に
県
が
六
十
億
円

を
拠
出
し
た
の
は
違
法
と
し

て
、
松
形
祐
堯
知
事
を
相
手
取

り
、
市
民
グ
ル
１
プ
が
提
訴
し

て
い
る
住
民
訴
訟
に
、
四
十
五

人
が
十
一
曰
、
共
同
訴
訟
参
加

を
宮
崎
地
裁
に
申
し
立
て
た
。

こ
れ
で
塵
昼
計
七
百
七
十
一
一
一

人
と
な
っ
た
。

リ
ゾ
ー
ト
基
金
訴
訟

新
た
に
妬
人
が

参
加
申
し
立
て

県
が
六
十
億
円
を
「
国
際
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ゾ
ー
ト
み

や
ざ
き
振
興
某
釜
」
に
拠
出
し

た
の
は
地
方
白
悟
活
違
反
な
ど

と
し
て
、
ラ
ー
ガ
争
寺
震

基
金
の
任
民
監
査
請
求
・
住
民

訴
》
諄
了
す
め
る
言
（
伐
表

・
拷
藤
好
成
弁
護
士
）
が
松
形

甸
箪
を
相
手
取
り
全
額
返
還
を

求
め
た
倖
戻
訴
訟
で
、
同
会
は

十
貝
新
た
に
四
十
五
人
が
共

↑朝日新聞00年08月１２曰 同
訴
訟
参
加
を
宮
崎
地
裁
に
申

し
立
て
、
同
曰
、
受
理
さ
れ

た
。
こ
れ
で
塵
驫
は
七
百
七

十
一
一
一
人
と
な
っ
た
。
ａ

訴
訟
に
参
加
し
た
の
は
、
第

一
一
次
住
民
監
査
請
求
（
七
月
十

四
曰
に
棄
却
）
の
構
成
員
。

曰Ⅲ
、
ソ
ー
ガ
イ
ア
支
援
基
金
返
還
訴
訟

月靴
原
出
口
Ⅲ
人
が
新
た
に
参
加

Ⅱ
「
シ
ー
ガ
イ
ア
支
援
目
的
で
、
鶏
同
会
は
＋
曰
、
．
宮
崎
地

聞
の
基
金
に
県
が
公
金
を
拠
出
裁
に
原
告
百
十
九
人
の
訴
訟

新
し
た
の
は
、
公
益
性
が
な
く
参
加
房
電
請
し
た
。
．
～

帥違法」として県内の弁今年五月の提訴後、基
西
護
士
ら
で
つ
く
る
「
シ
ー
ガ
金
に
関
す
る
県
監
査
委
へ
の

イ
ア
支
援
基
金
の
住
民
監
査
一
一
度
目
の
住
民
監
査
請
求
が

請
求
・
住
民
訴
訟
を
す
す
め
再
び
棄
却
さ
れ
た
こ
と
を
受

る
会
」
（
代
表
・
後
藤
好
成
げ
た
も
の
で
、
同
訴
訟
の
原

弁
護
士
）
が
松
形
祐
堯
知
事
告
団
は
七
百
一
一
十
八
人
と
な

を
相
手
取
り
、
六
十
億
円
の
っ
た
。
九
月
四
曰
に
第
一
回

返
還
を
求
め
て
い
る
訴
訟
且
明
弁
論
が
開
か
れ
る
。


